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kd 同位体比はJ4.R~—P.2 卵d であり、この kd 同位体比は比較的同位体比の低い下部周極海
流（平均 -4.3tNd) と比較的同位体比の裔い太平洋深層水（平均ー2.2tNd) が混合した海水
が日本海に流入していたことを示している。4.5Maには 140kyrというごく短い期間で、日
本海の深層水の kd 同位体比が下部周極海流の値に近い—R.R tNdまで低下したことが初めて
明らかになった。この急激な Nd同位体比の低下時期は、日本列島北部での活発な造山活動
の時期に含まれており、太平洋と日本海を結ぶ海峡が浅く狭くなった時期、すなわち日本
海の半閉鎖的な海域の形成時期を示していると考えられる。
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